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インの deletion mutants を作成し、同様の検討を行った結果、 1-ギセリン細胞内ドメインの 16番目から 39番目まで
のアミノ酸配列が、微小突起の伸長、ならびに、モエシンとの結合に関与していることを明らかにした。
以上の結果は、 1-ギセリンがモエシンを介して細胞骨格系と相互作用し、細胞表面構造の変化に積極的に関与して
いる可能性を示唆するものである o
微小突起は、白血球などの表面に多数形成され、血管内皮細胞上の接着因子との接着に関与していると推察されて
いる。本研究は、ギセリンという免疫グロプリンファミリーに属する接着因子と細胞表面微小突起の関係を新たに明
らかにし、接着因子と細胞の表面構造、ならびに、細胞間相互作用を検討する上で重要な知見を提供するものと考え
られる o よって、本論文は、学位の授与に値するものと考えられる。
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